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化学システム工学とは

化学：

物質・反応に関する真理を
発見・追究する学問

システム的思考：

社会や環境のような開放系の複雑な事象を、
目的に応じて階層化・単純化して取り扱おう
とする考え方

工学：
課題解決の学問。実際に起きている課題を、
明確な目的意識のもとで解決に導く学問
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化シスが育てる人材像

システム的思考

課題解決・目的指向型
マインド

コミュニケーション能力

Specialist
にして

Generalist



化学知を社会に ～化生系3学科における化シス～

生命科学

基礎

応用

社会

有機化学物理・無機化学

応用化学科 化学生命工学科

化学システム工学科



教員パネリスト紹介

太田誠一准教授 岸本史直講師

太田研究室

システム・ナノ医療診断

・医療用の機能性ナノ粒子の
開発

・バイオマーカーのシステム
解析・画像診断

高鍋・小畑・岸本研究室

エネルギー変換触媒化学

・水素製造触媒の開発
・CO2資源化触媒の開発
・マイクロ波加熱による触媒
プロセスの革新

Sara Badr准教授 村岡恒輝准教授

杉山・Badr研究室

プロセスシステム工学

・モデリング・シミュレー
ション・最適化の手法

・水素プロセスを対象

村岡研究室

材料インフォマティクス

・材料のビッグデータの構築
・化学・材料特化型AIエージェント、
サービスの開発

・データ駆動型の材料設計と合成



モノづくりにおける化学システム工学の役割

プラスチック製品
医薬品

再生可能エネルギー

化学

「何を」 「どのように」 「どれくらい」作れば良い？

→これに答えるのが化学システム工学

社会



化シスの研究例①：脱炭素社会に向けた水素製造

H2 production 

scenario settings

Proposal of large-scale 

H2 production strategies

Guidance for

improvements

水電解装置

社会

マルチスケール プロセスモデル

プロセス

𝐿𝐶𝑂𝐻, 𝐺𝐻𝐺
Production capacity

RE capacity, 𝐶𝑎𝑝RE
max

Power profiles, 𝒑𝐑𝐄

Efficiency, 𝑬𝐇𝟐
H2 production profile, 𝑭𝐇𝟐

Power profiles, 𝒑𝐑𝐄
Stack lifetime, 𝑡stack

化学を使った水電解用触媒開発

コストや生産性、環境影響の
システム解析

高鍋・小畑・岸本研

杉山・Badr研



化シスの研究例②：次世代医療に向けた”ものづくり”

バイオマテリアル 細胞培養デバイス

ナノ粒子製剤 抗菌ペプチド・センシング用
脂質デバイス

伊藤・稲垣研 酒井・西川研

太田研

杉原研

次世代医療社会：
健康長寿・超早期診断・低侵襲治療….

化学を使った”ものづくり”

適切な設計？

• 移動速度/反応速度論モデル

• 物理化学方程式

• 数理シミュレーション

• AI・機械学習

システム的
アプローチ



環 境

エネルギー

医 療
材料

デバイス

産業
応用

安心
安全

化シスの研究フィールド



化シスの独自教育：実践型講義

化学システム設計特論（M1夏）
・自分の研究テーマと全く違う研究室のテーマを研究

・別分野の学会発表を行うこともある

プロセス設計演習
化学産業で使われているソフトウェアで

経済性・環境影響を考慮したシミュレーション
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化学工学/物理化学演習
座学で学んだ化学工学や物理化学の知識を
実課題で使っていくための演習

学部３・４年：

課題解決のための実践力養成
大学院：

実際の社会課題での実践

プラクティススクール(M1夏)

• 教員も一緒に企業に入り
込み、１ヶ月以上企業に
常駐して行うインターン
シップ型講義

• 企業の事業に直結したレ
ベルの高い研究を企業内
で行う



・コンタクトグループ
– 定期的に先生4人対学生6~8人で
ミーティングを実施
（通常はランチをしながら）

– 一人一人の成長を気にかけてくれる

・化シス輪講（３年冬）
– 先生と少人数の学生で教科書をじっくり輪読する

– 学んだ内容を使って、実際に研究室で実験やシミュ
レーションを行う

教員との距離が近い教育・サポート体制



国際的ネットワークの広がり

• 多数の外国籍教員が在籍(現在9名)

• 日本人教員も多くが豊富な国際経験を有し、
広い国際的研究ネットワークを形成

✓2・3年生向けに週１回の国際交流会を学科
で開催

✓海外に長期滞在して研究を行う学生も多数

✓国際学会など、海外での発表等の機会も豊富
スイス連邦工科大チューリヒ校



化シス卒業生は、幅広い分野で活躍しています

博士課程進学への支援も充実

WINGS、SPRING-GXプログラム、化学人材育成プログラム etc

化シスで学んだメンバーは引く手あまた



社会で輝く化シスOB・OG

神谷勇樹氏
2003年修士卒

株式会社イオレCOO
京都MPI株式会社CEO

新卒でBCG入社、その後グリー、すかいらーく、
PKSHA Technology等を経て起業。
2020年に1社目を売却するとともに、PE（ベイン
キャピタル）の投資先社長に就任。新規事業の
立ち上げ、営業改革などを通じ収益を2倍近くに
伸長させ2025年9月にExit。

現在上場企業のCOOを主に務めつつ、化シスの
同期と起業しCEOとしても活動中。

岡田幸恵氏
2025年修士卒

ENEOS株式会社
研究開発職

化学を基盤としながらも、システム的思考の習得など

総合的な人材育成にも力を入れている点、研究室選択

の幅が広い点に惹かれ、化学システム工学科に進学。

学部4年ではゼオライトの前駆体生成過程に関する研究、

修士2年間では抗ウイルス活性に関する研究に取り組む。

修士1年夏にはプラクティススクールに参加し、計算化

学を用いた新規触媒候補の探索を経験。

2025年3月に修士課程を修了後、現職に従事。



⚫化シスランチセミナー＠駒場：軽食つき

第１回：5/21(木) 12:15～12:40    

第２回：6/1(月) 12:15～12:40

⚫化学系3学科合同 なんでも相談会（6/1）

⚫化シスオープンラボウィーク（6/15～19）

⚫３学科長 ランチトーク@駒場：軽食つき

⚫化シス研究室見学会（8/26）

各イベントの詳細は、化生系３学科
情報配信フォーム(左)への登録、
または学科HP(右)をご確認ください

情報配信フォーム 化シスWeb

化シス関連イベント一覧



Thank you.
是非、化シスへ

Department of Chemical System Engineering
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